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光の円偏光は、将来の偏波多重光伝送や量子情報処理技術において重要な役割を果たすだけで

なく、スピントロニクスにおける固体中のスピン制御や、有機及び生体キラル分子の同定といっ

た応用もされており、円偏光の高効率な生成が重要になっている。しかし、従来の波長板を利用

した受動的な生成方法では、入射光の一部が円偏光に変換されずに失われてしまう。光の波長周

期の三次元キラル構造では、円偏光を固有偏光としてフォトニックバンドが形成されるため、左

右円偏光の状態密度を制御できる。この三次元キラル構造内部に光源を導入することで、片方の

円偏光を高効率に直接生成できる。このような直接的な円偏光発光は、これまでに液晶からなる

三次元キラル構造[1]や半導体擬二次元系[2]、カルコゲン物質[3]で実現されてきたが、半導体三次

元キラルフォトニック結晶を用いた報告例はなかった。本研究では、GaAs 回転積層型 woodpile

構造に埋め込んだ InAs 量子ドットからの円偏光発光を初めて観測したので報告する。 

 対象とした構造は、500 nm の周期構造をもつ InAs 量子ドット/GaAs 層を 60°面内回転させなが

ら 16 層積層させた 3 回対称回転積層型 woodpile 構造（図 1）であ

り、これまでにキラル構造を示す旋光性や円二色性の発現を示し

てきた[4]。このキラル構造における量子ドット発光の偏光を調べ

たところ、楕円率に対応するストークスパラメータ S3/S0 の近赤外

波長依存性が得られた（図 2）。アキラルな構造と比較すると、よ

り楕円率の高い円偏光発光が観測されたことがわかる。また、

波長 1100 nm 付近で S3 の符号が反転しており、円偏光バ

ンド端付近で左右円偏光の状態密度が変調されているこ

とを示す結果が得られた。その他詳細は当日報告する。 
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図 1: InAs 量子ドットを埋め込んだ

3 回対称回転積層型 woodpile 構造 

図 2:キラル及びアキラル構造における量

子ドット発光の S3/S0の波長依存性 
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